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紹
介
と
批
評

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
カ
ー
著

脇
圭
平
・
八
田
恭
昌
・
初
宿
正
典
訳

『
ワ
イ
マ
ル
文
化
を
生
き
た
人
び
と
』

　
　
　
　
一

　
一
四
年
間
と
い
う
ド
イ
ツ
史
の
一
駒
に
す
ぎ
な
い
ワ
イ
マ
ル
期
は
、
そ
の
知

的
創
造
力
と
政
治
的
敗
北
と
の
不
調
和
に
よ
つ
て
、
ド
イ
ツ
史
の
み
な
ら
ず
世

界
史
の
上
に
お
い
て
特
異
な
地
位
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
不
調
和

に
よ
つ
て
織
り
成
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ル
の
多
様
な
相
貌
を
、
短
命
で
あ
つ
た
こ
と

を
理
由
に
、
一
義
的
特
性
を
も
つ
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
者
、
な
い
し
、
一
つ
の

視
角
か
ら
の
み
考
察
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
規
定
・
考
察
か
ら
零
れ
落
ち

る
諸
事
実
の
あ
ま
り
の
多
さ
に
概
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
さ
に
、
　
「
魅
力
的

で
は
あ
つ
た
が
、
ま
つ
た
く
も
つ
て
把
握
し
に
く
い
時
代
、
こ
れ
が
ワ
イ
マ
ル

時
代
で
あ
つ
た
」
（
出
頁
）
の
で
あ
る
。
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
反
民
主
主
義

思
想
』
の
著
者
K
・
ゾ
ソ
ト
ハ
イ
マ
ー
が
、
一
九
七
三
年
の
雑
誌
論
文
（
≦
魯

e
弩
1
Φ
汐
山
①
葺
ω
島
Φ
ω
犀
巴
の
箆
o
ω
ぎ
℃
●
塁
詳
Φ
言
①
日
2
鎚
9
≦
o
詳
夢
輿

b
窪
P
竃
①
爵
弩
●
図
図
く
員
冒
び
お
9
ロ
堕
閏
Φ
坤
O
甘
旨
お
お
）
に
お
い
て
、

「
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
は
、
一
四
年
間
し
か
存
続
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
私
の
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
四
二
　
　
（
噌
．
四
二
）

る
限
り
、
ド
イ
ツ
史
の
中
で
こ
れ
程
、
豊
か
で
あ
る
と
同
時
に
乏
し
く
、
大
胆

で
あ
る
と
同
時
に
意
気
消
沈
し
、
創
造
的
で
あ
る
と
同
時
に
単
純
で
、
解
放
的

で
あ
る
と
同
時
に
反
動
的
で
あ
つ
た
時
期
は
、
決
し
て
存
在
し
な
か
つ
た
。
ワ

イ
マ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
と
し
て
見
ら
れ
な
か
つ
た
よ
う
な
多
様
性
に
お
い

て
、
ド
イ
ツ
的
可
能
性
の
万
華
鏡
を
示
し
た
」
（
ψ
α
8
）
と
し
、
こ
の
「
万
華

鏡
〔
と
い
う
言
葉
〕
は
、
ワ
イ
マ
ル
期
が
あ
ら
ゆ
る
中
心
的
生
活
領
域
に
お
い

て
経
験
し
た
振
動
の
総
体
を
示
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
表
象
で
あ
る
」
（
ψ
8
刈
）

と
述
べ
た
こ
と
は
、
そ
の
典
型
的
証
左
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
ワ
イ
マ
ル
ヘ
の
関
心
は
、
W
・
ザ
ウ
ア
ー
の
言
う
よ
う
に
（
名
o
，

一
凝
磐
の
ω
雲
①
ぴ
．
≦
①
冒
畦
O
巳
寮
吋
①
”
国
図
唱
R
ぎ
①
旨
ω
ぼ
寓
a
R
巳
ω
β
．

O
R
ヨ
弩
矯
お
這
ム
8
㌣
↓
箒
名
①
ぎ
鶏
〇
三
g
声
ω
8
芭
閃
Φ
8
賃
9
）
、
歴

史
的
経
緯
か
ら
し
て
、
当
初
、
そ
の
知
的
創
造
力
で
は
な
く
政
治
的
敗
北
に
ア

ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
政
治
と
文
化
の
区
別
を
前
提
と
し
、

ワ
イ
マ
ル
を
第
三
帝
国
の
前
史
と
し
て
把
え
る
こ
と
で
、
ナ
チ
ズ
ム
と
関
連
し

た
反
民
主
主
義
傾
向
の
考
察
が
、
専
ら
政
治
の
分
野
で
な
さ
れ
、
ま
た
、
た
と

え
文
化
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
文
化
か
ら
な
ぜ
ナ
チ
ズ
ム

が
生
れ
た
か
と
い
う
、
ナ
チ
ズ
ム
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
た
考
察
が
な
さ
れ
て

き
た
。
先
述
の
ゾ
ン
ト
ハ
イ
マ
ー
の
著
作
、
ワ
イ
マ
ル
体
制
を
当
時
最
も
有
力

で
あ
つ
た
諸
社
会
集
団
間
の
一
連
の
妥
協
の
産
物
と
み
て
「
コ
ソ
ト
・
ー
ル
さ

れ
た
ア
ナ
ー
キ
ー
」
と
規
定
す
る
F
・
ノ
イ
マ
ン
の
視
点
、
そ
し
て
、
ワ
イ
マ

ル
期
を
「
帝
国
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
第
三
帝
国
の
プ
β
β
ー
グ
と
を
均
衡
さ
せ
る

過
度
的
段
階
」
と
み
る
多
く
の
歴
史
家
の
視
点
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
へ
の
関
心
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
つ
て



以
降
、
西
ド
イ
ッ
の
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
達
に
よ
る
ド
イ
ツ
史
の
民
主
的
要
素
へ

の
関
心
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
危
機
を
ワ
イ
マ
ル
を
モ
デ
ル
と
し
て
分
析
す
る
傾

向
、
亡
命
知
識
人
の
業
績
の
再
評
価
、
そ
し
て
、
亡
命
者
自
身
の
「
黄
金
の
二

〇
年
代
」
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
契
機
と
し
て
高
ま
つ
て
き
た
。
最
近
の
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
再
発
見
は
、
こ
う
し
た
ワ
イ
マ
ル
文
化
復
興
の
一
環
で

あ
る
。

　
確
か
に
、
ワ
イ
マ
ル
期
に
は
、
「
黄
金
の
二
〇
年
代
」
と
い
う
別
称
が
あ
る
。

し
か
し
、
「
こ
の
呼
称
は
、
　
も
つ
ぽ
ら
動
乱
と
戦
乱
の
時
代
と
化
し
た
一
九
三

〇
年
代
と
の
対
比
に
お
い
て
二
〇
年
代
を
特
徴
づ
け
た
も
の
」
で
あ
り
、
ワ
イ

マ
ル
の
政
治
的
現
実
は
「
敗
戦
の
な
か
で
生
れ
、
狂
乱
の
な
か
で
生
き
、
悲
惨

の
な
か
で
死
ん
だ
」
点
に
真
実
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
ワ
イ
マ
ル
期
の
全
般
的
時

代
相
の
適
切
な
表
現
で
は
な
く
、
そ
の
一
側
面
の
誇
張
し
た
表
現
と
言
え
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
イ
マ
ル
期
の
思
想
・
芸
術
・
文
化
の
諸
様
相
を
今
日
ふ

り
返
え
つ
て
み
る
時
、
こ
の
呼
称
が
必
ず
し
も
不
当
な
も
の
で
な
い
よ
う
に
思

え
る
の
は
、
コ
九
二
〇
年
代
は
、
き
わ
め
て
多
産
的
な
、
い
わ
ば
『
現
代
思

想
の
紺
渦
』
と
い
う
べ
き
時
期
で
あ
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
今
日
あ
ら
た
め
て
問

題
と
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
諸
問
題
が
、
今
目
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
先
駆
的

な
形
で
論
究
さ
れ
て
い
た
」
（
生
松
敬
三
『
人
間
へ
の
問
い
と
現
代
f
ナ
チ
ズ
ム
前

夜
の
思
想
史
』
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
・
一
〇
ー
一
二
頁
）
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
S
・
ヒ

ュ
ー
ズ
も
こ
の
時
代
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
こ
の
呼
称
の
使
用
を
承
認
す
る
。
　
「
一
九
二
〇
年
代
末
の
ド
イ
ツ
は
i

見
か
け
上
は
繁
栄
と
安
定
の
う
ち
に
あ
つ
た
が
ー
ヨ
ー
・
ッ
パ
社
会
思
想
が

過
去
半
世
紀
に
な
に
を
成
し
と
げ
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
を
す
る
最

　
　
　
紹
介
　
と
　
批
評

後
の
努
力
に
恰
好
の
舞
台
で
あ
つ
た
。
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
史
上
、
こ
れ
ほ
ど
教
育
高

く
、
文
化
的
に
目
覚
め
た
国
民
は
い
な
か
つ
た
し
、
諸
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
葛
藤
が
こ
ん
な
に
激
し
か
つ
た
こ
と
も
な
か
つ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
体
制
の
ド

イ
ツ
は
、
す
べ
て
の
価
値
が
検
討
に
付
さ
れ
、
『
こ
れ
ま
で
人
類
の
思
想
が
そ

の
養
分
を
吸
い
取
つ
て
き
た
』
生
き
た
『
根
が
掘
り
出
さ
れ
た
』
状
況
を
観
察

す
る
の
に
、
ま
ず
理
想
的
な
実
験
室
的
条
件
を
そ
な
え
て
い
た
。
断
崖
の
縁
に

立
つ
て
ド
イ
ッ
知
識
人
の
な
か
で
も
感
覚
鋭
い
ひ
と
び
と
は
、
世
に
い
う
死
に

臨
ん
で
の
透
察
力
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
強
靱
な
意
識
を
も
つ
に
い
た
つ
た
」

（
『
意
識
と
社
会
ー
ヨ
ー
・
ッ
パ
社
会
思
想
一
八
九
〇
ー
一
九
三
〇
』
生
松
敬
三
・
荒
川
幾

男
訳
・
み
す
ず
書
房
・
二
八
四
頁
）
。

　
こ
う
し
た
ア
プ
・
ー
チ
の
分
裂
を
生
み
出
す
、
文
化
と
政
治
と
の
乖
理
現
象

は
、
も
ち
ろ
ん
、
先
例
が
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
ワ
イ
マ
ル
期

固
有
の
現
象
で
も
な
い
。
し
か
し
、
　
「
ワ
イ
マ
ル
期
の
場
合
、
文
化
的
開
化
と

自
由
民
主
主
義
的
政
治
体
制
の
確
立
と
の
間
に
は
、
明
白
な
一
致
が
存
在
し
た
」

（
ρ
戸
幻
o
筥
8
9
ω
0
9
巴
閃
①
ω
窪
零
F
や
8
。
。
）
こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で

あ
る
。
す
で
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
体
制
下
の
社
会
に
お
い
て
芽
生
え
て
い
た
文
化

は
、
敗
戦
と
革
命
の
混
乱
の
中
か
ら
、
ま
が
り
な
り
に
で
は
あ
る
が
成
立
し
た

共
和
制
の
許
容
す
る
自
由
の
中
で
花
開
い
た
。
た
と
え
、
そ
の
文
化
が
、
開
化

を
保
障
し
た
政
治
体
制
の
批
判
・
蔑
視
な
い
し
軽
視
に
よ
つ
て
、
体
制
の
腐
敗

・
崩
壊
・
ナ
チ
ズ
ム
台
頭
を
黙
認
し
、
つ
い
に
は
祖
国
か
ら
追
わ
れ
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
運
命
を
後
に
辿
る
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
問
題
に

先
鞭
を
つ
け
た
P
・
ゲ
イ
は
、
こ
う
し
た
文
化
の
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
の
側

面
に
焦
点
を
当
て
、
こ
の
文
化
を
「
イ
ソ
サ
イ
ダ
ー
と
な
つ
た
ア
ゥ
ト
サ
イ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
　
（
一
四
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

ー
の
文
化
」
と
規
定
し
た
。

　
し
か
し
、
果
し
て
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
は
、
　
「
文
化
」
で
あ
つ
た
の
か
。
ワ
イ

マ
ル
文
化
を
担
つ
た
知
性
の
ほ
と
ん
ど
が
大
戦
前
に
輩
出
し
て
い
る
点
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
ゲ
イ
で
さ
え
、
そ
れ
を
標
題
と
し
て
掲
げ
は
し
た
が
、
概
念
と

し
て
用
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
特
質
に
「
全
体
へ
の
渇
望
」
を

挙
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
逆
に
、
ワ
イ
マ
ル
の
「
文
化
」
の
欠
如
を
示
唆
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
さ
え
生
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
、
少
く
と
も
、

ワ
イ
マ
ル
文
化
は
、
ベ
ル
リ
ン
文
化
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
は
ず

な
の
だ
か
ら
。
こ
れ
は
、
従
来
の
ワ
イ
マ
ル
知
性
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け

る
対
象
範
囲
の
不
均
衡
の
問
題
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
疑
間
を
解
決
す
る
た
め
に
、
文
化
と
政
治
の
乖
理
を
そ
の
連
関
性

に
お
い
て
、
そ
し
て
、
文
化
の
多
様
性
を
そ
の
多
様
性
に
お
い
て
把
握
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
は
、
拙
稿
「
『
ワ
イ
マ
ル
』
研
究
の
一
視
角
ー
雑

誌
『
U
一
①
≦
〇
一
ま
爵
3
』
と
『
9
0
↓
暮
』
を
中
心
に
し
て
」
（
慶
鷹
大
学
大
学

院
論
文
集
「
政
治
篇
」
昭
和
四
九
年
度
）
の
執
筆
時
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
脱
稿

直
後
に
本
書
の
原
著
を
手
に
し
た
時
の
興
奮
に
は
、
今
で
も
忘
れ
得
ぬ
も
の
が

あ
る
。

二

　
本
書
は
、
『
知
識
人
と
政
治
』
（
岩
波
新
書
）
の
脇
圭
平
氏
、
「
ワ
イ
マ
ル
期
の

左
翼
的
右
翼
人
」
（
同
志
社
大
学
『
社
会
評
論
』
）
の
八
田
恭
昌
氏
、
ラ
イ
プ
ホ
ル
ツ
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
等
の
翻
訳
を
著
し
て
い
る
初
宿
正
典
氏
の
手
に
な
る
≦
巴
甘
巽

い
2
轟
5
名
o
帥
ヨ
餌
誰
》
O
巳
言
『
巴
国
ぢ
8
蔓
お
一
co
山
O
ω
ω
（
訓
＜
Φ
箆
Φ
嘗
Φ
一
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
　
（
一
四
四
）

帥
累
8
一
8
詳
ぎ
＆
o
昌
お
謡
）
の
翻
訳
で
あ
る
。
著
者
W
・
ラ
カ
ー
は
、
一
九

一
二
年
五
旦
二
月
ブ
レ
ス
ラ
ウ
に
生
ま
れ
た
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ッ
人
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
中
東
の
数
ヶ
国
語
に
精
通
し
た
、
現
代
史
研
究
に
お
い
て
最
も
著
名

な
歴
史
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
教
授
、
ロ
ソ
ド

ソ
の
現
代
史
研
究
所
所
長
で
あ
る
。
主
著
に
は
、
9
ヨ
ヨ
毒
冨
B
弩
α
Z
暮
一
－

8
巴
一
ω
ヨ
ぎ
浮
o
竃
建
巳
①
団
㊤
の
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が
あ
る
。

　
本
書
は
、
原
著
の
二
つ
の
文
化
史
」
と
い
う
副
題
の
示
す
よ
う
に
、
　
「
ワ

イ
マ
ル
文
化
史
の
完
全
な
決
定
版
を
提
供
」
す
る
の
で
は
な
く
、
　
“
い
意
昧

で
も
悪
い
意
味
で
も
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
最
初
の
現
代
文
化
で
あ
つ
た
」
ワ
イ
マ

ル
文
化
に
二
般
読
者
の
関
心
を
よ
び
さ
ま
す
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
本
書
は
、
　
「
ワ
イ
マ
ル
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
不
十
分
さ
を
認
識
し

つ
つ
も
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
個
々
の
遺
産
で
は
な
く
、
主
と
し
て
「
本
来
そ
れ

が
ど
う
で
あ
つ
た
か
」
の
問
題
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
精
神
の
全
体

像
を
よ
り
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。

1
、
ポ
ツ
ダ
ム
と
ワ
イ
マ
ル
の
間
、
2
、
左
翼
イ
ソ
テ
リ
、
3
、
右
翼
か
ら
の

怒
号
f
右
翼
イ
ン
テ
リ
、
4
、
ア
ヴ
ァ
ン
・
ギ
ャ
ル
ド
の
台
頭
と
衰
追
I
i
新

し
い
文
学
と
演
劇
、
5
、
ア
ヴ
ァ
ソ
・
ギ
ャ
ル
ド
の
台
頭
と
衰
退
1
ー
モ
ダ
ニ

ズ
ム
と
諸
芸
術
、
6
、
反
ワ
イ
マ
ル
の
大
学
、
7
、
享
楽
の
ベ
ル
リ
ン
、
8
、

「
恐
怖
の
結
末
」
、
9
、
今
日
か
ら
見
た
ワ
イ
マ
ル
。
以
下
、
順
を
追
つ
て
、
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
み
る
。



三

　
著
者
は
、
一
章
に
お
い
て
、
ま
ず
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
が
「
愛
さ
れ
な
い
共

和
国
」
と
し
て
出
発
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
つ
た
理
由
に
、
西
欧
か
ら
の
輸
入

品
、
中
核
と
な
る
思
想
・
権
威
の
欠
如
だ
け
で
な
く
、
満
足
で
は
な
い
が
、
自

信
・
楽
天
主
義
・
安
定
感
の
あ
つ
た
「
皇
帝
治
下
の
生
活
は
決
し
て
我
慢
で
ぎ
な

い
も
の
で
は
な
か
つ
た
」
と
い
う
生
活
実
感
を
取
り
挙
げ
、
ワ
イ
マ
ル
期
に
生

き
る
多
く
の
人
々
の
「
幸
福
な
る
過
ぎ
去
り
し
日
」
へ
の
郷
愁
を
指
摘
し
、
次
い

で
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
政
治
・
経
済
的
背
景
を
概
観
す
る
。
そ
こ
で
は
、
　
「
革

命
の
裏
切
り
」
と
い
う
評
価
は
行
き
過
ぎ
た
単
純
化
で
あ
る
と
し
て
も
権
力
本

能
・
権
力
意
志
の
欠
如
し
た
社
会
民
主
党
を
は
じ
め
と
す
る
諸
政
党
、
共
和
国

の
崩
壊
原
因
で
は
な
い
が
そ
の
欠
陥
・
混
乱
の
増
大
に
力
を
か
し
た
比
例
代
表

制
、
大
量
失
業
に
よ
つ
て
弱
体
化
し
た
労
働
組
合
、
政
治
的
に
保
守
的
だ
つ
た

教
会
、
旧
帝
制
期
か
ら
の
継
続
を
保
持
し
た
官
僚
、
「
全
く
も
つ
て
保
守
的
な
」

裁
判
官
、
中
立
を
よ
そ
お
う
国
防
軍
や
警
察
、
そ
し
て
多
く
の
半
軍
事
組
織
の

存
在
、
右
寄
り
の
傾
向
を
も
つ
教
養
階
級
、
反
民
主
主
義
の
牙
城
た
る
大
学
、

さ
ら
に
は
、
賠
償
の
重
圧
、
イ
ン
フ
レ
と
大
恐
慌
の
影
響
と
い
う
、
ど
れ
一
つ

と
つ
て
も
共
和
国
存
続
に
プ
ラ
ス
と
な
ら
な
い
諸
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
著
者
は
、
ワ
イ
マ
ル
の
崩
壊
を
既
定
の
事
実
と
し
て
見

る
の
で
は
な
い
。
　
「
野
蛮
の
出
現
は
不
可
避
で
も
何
で
も
な
く
、
ひ
と
つ
の
可

能
性
以
上
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
」
と
し
、
時
代
の
風
潮
が
初
期
の
楽
観
か
ら

絶
望
へ
、
そ
し
て
「
最
後
の
執
行
猶
予
の
感
情
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
、
た

　
　
　
紹
介
と
批
評

だ
冷
静
に
見
つ
め
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
は
、
そ
う
し
た
政
治
・
経
済

的
背
景
の
他
に
、
都
市
と
田
園
、
工
業
と
農
業
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
p
テ
ス
タ

ソ
ト
等
の
対
立
、
新
旧
両
思
想
の
同
時
存
在
、
知
的
地
図
に
お
け
る
中
心
地
の

多
元
性
と
い
つ
た
、
当
時
存
在
し
た
非
同
質
的
要
因
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
諸
条

件
の
下
で
生
ま
れ
た
ワ
イ
マ
ル
文
化
を
、
「
ひ
と
つ
の
公
分
母
で
割
切
る
こ
と

の
不
可
能
な
」
「
大
小
無
数
の
石
か
ら
な
る
モ
ザ
イ
ク
」
文
化
と
特
徴
づ
け
な

が
ら
も
、
こ
の
時
代
は
最
も
偉
大
な
時
代
で
は
な
か
つ
た
に
し
ろ
、
　
「
確
か
に

創
造
的
な
時
代
で
あ
り
、
多
く
の
新
し
い
思
想
や
衝
動
を
生
み
出
し
た
」
と
評

価
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
代
を
「
文
化
的
衰
退
と
道
徳
的
破
産

の
時
代
」
と
み
な
し
、
ド
イ
ツ
は
救
え
な
い
と
い
う
感
情
を
抱
い
た
多
く
の
イ

ン
テ
リ
の
意
識
を
重
大
視
す
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
次
に
、
著
者
は
、
左
右
両
翼
の
イ
ソ
テ
リ
の
分
析
に
入
る
が
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
「
左
右
両
陣
営
の
思
考
様
式
、
そ
の
表
現
方
法
、
そ
の
精
神
構

造
全
体
は
全
く
異
質
な
も
の
」
で
あ
つ
た
が
、
「
た
つ
た
一
つ
共
通
し
て
い
た

の
は
、
双
方
が
ー
理
由
は
異
な
る
が
ー
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
の
秩
序
と
当
時

の
現
実
に
対
し
て
不
快
感
を
も
つ
て
い
た
と
い
う
こ
の
動
か
し
難
い
事
実
だ
け

で
あ
つ
た
」
点
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
二
章
で
は
、
共
和
国
の
現
状
と
自
ら
の
理

想
と
の
ギ
ァ
ッ
プ
の
大
き
さ
に
、
共
和
国
拒
否
の
最
大
理
由
を
み
る
左
翼
イ
ン

テ
リ
は
、
　
「
立
派
で
人
道
的
で
進
歩
的
な
大
義
名
分
を
謳
い
な
が
ら
、
不
幸
に

し
て
他
の
だ
れ
か
ら
も
支
持
さ
れ
ず
四
面
楚
歌
の
状
態
に
あ
う
た
。
こ
の
孤
立

感
は
、
帰
属
政
党
を
も
た
ぬ
左
翼
人
の
間
に
、
過
激
主
義
と
無
責
任
の
二
つ
を

培
う
結
果
」
と
な
り
、
え
て
し
て
彼
等
の
攻
撃
は
的
外
れ
で
あ
り
、
自
ら
の
目

的
に
反
す
る
結
果
を
生
ん
だ
と
評
価
し
、
左
翼
イ
ン
テ
リ
と
S
P
D
・
K
P
D
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紹
介
　
と
　
批
　
評

と
の
嫌
悪
感
、
不
信
感
に
基
づ
く
相
互
関
係
に
よ
つ
て
政
治
的
無
力
に
終
始
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
左
翼
イ
ン
テ
リ
の
位
置
を
確
定
す
る
。
し
か
し
、
著

者
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
当
世
風
に
提
起
し
て
、
西
欧
に
適
用
可
能
な
も
の
に

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
G
・
ル
カ
ー
チ
、
K
・
コ
ル
シ
ュ
、
E
・
ブ
ロ
ッ
ホ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
等
の
存
在
を
忘
れ
は
し
な
い
。
特
に
、
当
時
の
非
正
統

派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
最
大
の
セ
ソ
タ
ー
で
あ
り
、
　
「
啓
蒙
思
想
と
へ
ー
ゲ
ル
左

派
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
、
一
種
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
人
道
主
義
」
を
公
分
母
に

も
つ
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に
対
し
て
は
、
彼
等
の
関
心
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義

的
な
社
会
”
経
済
的
下
部
構
造
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
　
「
社
会
的
世

界
に
お
け
る
唯
一
の
創
造
者
闘
主
体
者
と
し
て
の
人
間
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る

点
を
挙
げ
、
高
く
評
価
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
等
の
「
批
判
理
論
」
が

亡
命
期
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
践
で
は
な
く
理
論
に
強
い
関
心
を
持

ち
、
密
教
的
な
言
葉
を
用
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
実
へ
の
影
響
力
に
限
界
の

あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
そ
の
基
底
に
、
　
「
ナ
チ
ズ
ム
は

そ
れ
自
体
が
極
め
て
非
理
性
的
な
現
象
で
あ
る
が
ゆ
え
に
真
面
目
な
研
究
に
値

し
な
い
」
と
い
う
、
大
半
の
左
翼
イ
ン
テ
リ
の
政
治
一
般
に
対
す
る
態
度
、
す

な
わ
ち
、
権
力
と
精
神
と
の
乖
理
を
前
提
と
し
た
精
神
の
優
位
の
態
度
の
一
端

を
見
定
め
る
。
こ
の
態
度
こ
そ
、
労
働
者
の
経
済
的
独
裁
と
「
非
精
神
的
な
多

数
の
圧
制
」
に
対
す
る
イ
ン
テ
リ
の
独
裁
踊
言
葉
の
政
権
と
し
て
の
言
語
政
体

を
主
張
し
た
K
・
ヒ
ラ
ー
、
一
切
の
妥
協
を
否
定
し
た
K
・
ト
ホ
ル
ス
キ
ー

等
の
『
世
界
舞
台
』
を
典
型
と
す
る
態
度
に
連
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
と
は
言

え
、
著
者
は
、
ワ
イ
マ
ル
崩
壊
の
責
任
を
左
翼
イ
ソ
テ
リ
に
負
わ
せ
る
の
で
は

な
い
。
著
者
は
た
だ
、
「
一
〇
〇
年
に
わ
た
る
近
代
ド
イ
ッ
史
の
負
の
遺
産
は
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か
く
も
短
か
い
期
間
に
克
服
で
き
る
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
イ
ン
テ
リ
を
真
に

影
響
力
を
も
つ
た
地
位
に
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
大
き
な
奇
蹟
を
必
要
と
し

た
で
あ
ろ
う
。
依
然
無
力
な
ま
ま
、
か
れ
ら
は
目
の
前
で
展
開
す
る
悲
劇
を
外

か
ら
見
守
つ
て
い
く
ほ
か
な
く
、
長
年
か
れ
ら
の
運
命
と
国
民
の
そ
れ
と
を
形

成
す
る
こ
と
に
な
つ
た
事
件
の
解
説
者
で
あ
り
え
て
も
、
行
為
者
で
は
な
か
つ

た
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
態
度
は
、
ま
た
、
右
翼
イ
ン
テ
リ
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

三
章
に
お
い
て
、
著
者
は
、
右
翼
イ
ン
テ
リ
が
、
過
去
を
美
化
し
、
そ
こ
か
ら

抽
出
し
た
再
建
ド
イ
ツ
の
理
想
像
に
よ
つ
て
共
和
国
を
攻
撃
し
た
と
し
、
ま

た
、
彼
等
に
映
る
ワ
イ
マ
ル
文
化
ほ
、
「
ド
イ
ツ
的
内
面
性
、
全
体
性
、
有
機
的
成

長
、
土
着
性
と
は
著
し
く
対
照
的
な
」
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
つ
て
代
弁
さ
れ
る
も

の
、
す
な
わ
ち
、
魂
の
病
、
均
衡
の
衷
失
、
疎
外
と
非
人
間
化
」
で
あ
り
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
陰
謀
に
よ
る
文
化
的
崩
壊
、
道
徳
的
退
廃
で
し
か
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、

「
文
化
的
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
」
か
ら
の
「
ド
イ
ッ
文
化
」
の
解
放
を
め
ざ
し
た

と
し
、
さ
ら
に
、
大
戦
の
不
可
避
性
、
国
民
的
恥
辱
と
し
て
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
、
反
リ
ベ
ラ
ル
、
反
議
会
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
階
級
闘
争
の
否
定
、
強

力
な
指
導
者
崇
拝
と
い
つ
た
右
翼
イ
ン
テ
リ
に
共
通
す
る
思
考
を
指
摘
す
る
。

そ
し
て
著
者
は
、
一
般
世
論
に
寄
与
し
た
右
翼
イ
ン
テ
リ
と
し
て
、
O
・
シ
ュ

ペ
ン
グ
ラ
ー
、
メ
ラ
ー
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
、
H
・
グ
リ
ム
を
、
す

ぐ
れ
た
教
養
・
洗
練
さ
れ
た
知
性
・
独
創
的
な
精
神
を
も
つ
た
右
翼
イ
ン
テ
リ

と
し
て
、
　
「
ラ
イ
ト
級
の
知
的
ボ
ク
サ
ー
」
た
る
C
・
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
、
R
・
ク

ラ
ー
ゲ
ス
、
「
経
済
理
論
の
厳
密
な
再
構
築
を
課
題
と
し
た
」
タ
ー
ト
派
、
さ
ら

に
「
左
翼
が
か
つ
た
右
翼
人
」
た
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
等
の
思



想
傾
向
を
考
察
し
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
が
左
翼
イ
ソ
テ
リ
の
み
の
文
化
で
な
か
つ

た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
彼
等
が
、
権
力
の
現
実
を
鋭
く
見
抜
い
て
い
た
ナ

チ
ス
の
前
に
は
無
力
な
存
在
で
し
か
な
か
つ
た
点
を
強
調
し
、
次
の
よ
う
に
結

論
づ
け
る
。
　
「
ワ
イ
マ
ル
の
右
翼
を
一
つ
に
結
び
つ
け
て
い
た
も
の
は
、
こ
の

体
制
は
余
り
に
も
腐
敗
し
て
お
り
、
こ
の
後
に
で
て
く
る
ど
ん
な
政
治
秩
序
も

ワ
イ
マ
ル
よ
り
も
よ
い
も
の
だ
と
い
う
信
念
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
ド
イ
ツ
中
産

階
級
の
間
に
民
主
主
義
に
対
す
る
嘲
笑
と
軽
蔑
感
を
広
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

ナ
チ
ス
の
露
払
い
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果
し
た
が
、
し
か
し
、
事
態
の
進

展
に
直
接
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
つ
い
に
で
き
な
か
つ
た
」
と
。

　
四
、
五
章
に
お
い
て
は
、
ワ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
新
し
い
文
学
・
演
劇
・
音

楽
・
美
術
・
建
築
と
い
う
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
最
も
華
か
な
分
野
が
取
扱
わ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
「
中
産
階
級
の
青
年
運
動
で
あ
り
、
中
庸
に
対
す
る
倦
怠
感
と

不
満
と
に
根
ざ
し
た
世
界
的
規
模
に
お
け
る
反
逆
」
「
時
代
の
敏
感
な
地
震
計
」

で
あ
り
な
が
ら
、
「
自
由
に
浮
動
す
る
無
目
的
な
反
逆
精
神
」
で
あ
つ
た
が
ゆ
え

に
短
命
で
あ
つ
た
表
現
主
義
、
そ
れ
に
対
し
て
、
共
和
国
の
精
神
の
真
の
代
表

者
と
な
つ
た
G
・
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
と
T
・
マ
ソ
、
　
「
月
世
界
の
舘
に
移
さ
れ
た

象
牙
の
塔
に
住
み
、
自
分
た
ち
が
つ
く
り
出
し
た
架
空
の
世
界
を
現
実
世
界
と

混
同
し
た
」
S
・
ゲ
オ
ル
ゲ
と
そ
の
サ
ー
ク
ル
、
孤
高
の
人
H
・
ヘ
ッ
、
セ
、
時

代
精
神
を
代
表
す
る
と
同
時
に
「
現
実
の
ド
イ
ツ
の
か
か
え
て
い
た
諸
問
題
に

文
学
的
衷
現
を
与
え
え
な
か
つ
た
」
且
・
マ
ン
、
Y
・
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
マ
ン
、
A

・
デ
ー
プ
リ
ン
、
A
・
ツ
ヴ
ァ
ィ
ク
、
さ
ら
に
は
レ
マ
ル
ク
か
ら
E
・
ユ
ン
ガ

ー
、
H
・
フ
ブ
ラ
ダ
に
至
る
若
い
世
代
の
作
家
達
、
そ
し
て
、
　
「
ワ
イ
マ
ル
共

和
国
を
弁
護
も
せ
ず
、
さ
り
と
て
ナ
チ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
し
て
も
活
動
し
な
か

　
　
　
紹
介
　
と
』
批
評

つ
た
、
な
に
が
し
か
の
文
学
的
資
質
を
も
ち
」
、
「
当
時
は
過
大
評
価
さ
れ
、
今

で
は
過
小
評
価
さ
れ
る
か
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
つ
た
、
沈
黙
す
る
大
衆
（
田
園

に
お
け
る
静
か
な
人
び
と
）
の
文
学
」
　
の
多
く
の
作
家
達
、
と
い
う
多
彩
な
群
像

が
あ
り
、
G
・
カ
イ
ザ
ー
と
K
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
後
を
継
い
だ
演
劇
界

の
二
人
の
新
星
、
す
な
わ
ち
、
演
劇
を
社
会
変
革
の
手
段
と
み
た
ピ
ス
カ
ト
ー

ル
と
、
政
治
の
な
か
に
含
ま
れ
る
無
限
の
演
劇
的
可
能
性
に
関
心
を
寄
せ
、
「
異

化
効
果
」
へ
傾
斜
し
た
ブ
レ
ヒ
ト
が
、
そ
し
て
音
楽
・
美
術
の
ア
ヴ
ァ
ソ
・
ギ

ャ
ル
ド
た
る
シ
ェ
ー
ソ
ベ
ル
ク
と
カ
ン
デ
ィ
ソ
ス
キ
ー
が
、
さ
ら
に
は
、
現
代

建
築
の
焦
点
と
な
り
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
国
際
性
に
寄
与
し
た
「
．
ハ
ウ
ハ
ウ
ス
」

と
グ
ロ
ピ
ウ
ス
が
、
そ
の
豊
か
な
才
能
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
き

ら
星
の
如
く
登
場
し
、
急
速
に
没
落
す
る
、
束
の
問
の
栄
光
で
あ
つ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
多
彩
な
才
能
の
開
花
の
背
後
に
お
い
て
、
時
代
精
神
は
大
き
く
右
旋
回

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
言
う
。
「
死
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
ド
イ
ツ
で

聞
か
れ
た
の
は
、
一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
の
か
な
り
前
で
あ
つ
た
。
終
り
は

突
然
に
訪
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
つ
た
の
は
た
だ
漸
進
的
な
ド
イ
ツ
の
衰
退
で

あ
つ
た
。
か
く
も
期
待
に
み
ち
て
は
じ
ま
り
、
そ
の
絶
頂
に
お
い
て
い
く
ら
か

の
期
待
を
実
現
し
た
こ
の
時
代
は
、
文
字
通
り
す
す
り
泣
き
と
と
も
に
終
つ

た
」
と
。

　
六
章
に
お
い
て
は
、
ワ
イ
マ
ル
期
の
大
学
の
性
格
と
そ
こ
で
な
さ
れ
た
諸
業

績
が
概
観
さ
れ
る
。
著
者
は
、
　
「
ワ
イ
マ
ル
文
化
は
学
校
や
大
学
の
外
で
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
が
大
学
制
度
に
深
く
滲
透
し
た
こ
と

は
一
度
も
な
か
り
た
」
が
ゆ
え
に
、
　
「
大
学
を
支
配
し
て
い
た
ム
ー
ド
は
、
そ

も
そ
も
は
じ
め
か
ら
反
共
和
的
』
で
あ
つ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
大
学
教
授
達
の
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紹
介
　
と
　
批
評

政
治
的
態
度
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
反
動
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
ご
く
少
数
が
、

「
親
共
和
派
－
政
治
的
必
然
と
し
て
認
め
た
に
過
ぎ
ぬ
理
性
的
共
和
派
」
で
あ

つ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
次
い
で
、
大
学
と
い
う
「
閉
じ
ら
れ
た
扉
の
か
げ
」

で
な
さ
れ
た
学
問
的
諸
業
績
、
た
と
え
ば
、
自
国
の
過
去
ば
か
り
に
目
を
向
け

る
歴
史
学
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ン
ハ
イ
ム
等
の
方
法
論
論
争
を
中
心
に
し
た
社

会
学
、
バ
ル
ト
や
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ソ
、
ブ
ル
ン
ナ
ー
、
ブ
ル
ト
マ
ン
、
ブ
ー
バ
ー

を
擁
し
た
神
学
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
、
精
神
分
析
学
の
若
手
研
究
者
で
あ

つ
た
E
・
フ
ロ
ム
、
H
・
マ
ル
ク
ー
ゼ
、
E
・
エ
リ
ク
ソ
ン
、
W
・
ラ
イ
ヒ
、

さ
ら
に
は
科
学
や
化
学
に
お
け
る
業
績
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
意
図
は
、
「
ワ
イ

マ
ル
文
化
は
、
一
種
の
巨
大
な
は
め
絵
で
、
辛
胞
強
く
か
つ
巧
み
に
配
列
す
れ

ば
全
部
の
小
片
が
つ
い
に
は
適
所
に
落
ち
つ
く
だ
ろ
う
と
決
め
て
か
か
る
こ
と

は
、
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
。
共
通
し
た
型
や
連
鎖
も
あ
る
に
は
あ
つ
た
が
、

同
様
に
無
秩
序
で
不
均
斉
な
も
の
で
あ
つ
た
」
こ
と
の
例
証
で
あ
る
。

　
七
章
で
は
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
、
肩
の
こ
ら
な
い
軽
や
か
な
側
面
、
す
な
わ

ち
、
　
「
時
代
全
体
に
そ
の
痕
跡
を
残
し
、
か
つ
、
そ
の
遺
産
の
一
部
と
な
つ
た

独
特
の
『
大
衆
文
化
』
」
が
考
察
さ
れ
る
。
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
は
、
　
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
娯
楽
の
首
都
、
多
く
の
才
人
の
他
に
山
師
や
詐
欺
師
を
も
引
き
つ
け
る

「
新
時
代
」
の
縮
図
で
あ
り
、
「
通
俗
娯
楽
と
い
う
軽
装
の
ミ
ュ
ー
ズ
ー
す
な

わ
ち
キ
ャ
バ
レ
ー
、
笑
劇
、
流
行
歌
、
映
画
ー
に
関
す
る
限
り
」
、
全
世
界

的
都
市
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
ワ
イ
マ
ル
の
時
代
精
神
は
、
単
に
思
想
家
達
だ

け
で
は
な
く
、
マ
ル
レ
ー
ネ
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
や
『
カ
リ
ガ
リ
博
士
』
に
よ
つ

て
も
反
映
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
、
特
に
、
「
戦
争
直
後
の
時
期
に
お
け

る
希
望
と
不
安
、
安
定
期
に
お
け
る
客
観
主
義
へ
の
傾
向
、
大
恐
慌
の
衝
撃
と
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混
乱
」
を
如
実
に
表
現
し
た
映
画
に
考
察
の
焦
点
が
お
か
れ
る
。

　
八
章
に
お
い
て
は
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
と
そ
の
文
化
の
崩
壊
過
程
が
、
　
「
取

り
返
し
の
つ
か
ぬ
過
去
の
一
回
性
へ
の
、
痛
切
な
諦
念
」
（
川
村
二
郎
）
を
も
つ

て
考
察
さ
れ
る
。
著
者
は
、
そ
の
崩
壊
を
「
人
の
力
を
越
え
た
『
客
観
的
情
勢
』

の
結
果
」
で
は
な
く
、
「
無
思
慮
な
政
治
の
失
敗
と
経
済
政
策
の
誤
り
の
結
果
」

で
あ
つ
た
と
し
、
　
「
政
治
の
振
り
子
が
右
に
振
れ
る
と
、
文
化
的
風
潮
に
も
は

つ
き
り
し
た
変
化
が
で
て
き
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
や
イ
ン
テ
リ
の
状

況
判
断
は
甘
く
、
ナ
チ
支
配
の
き
た
る
べ
ぎ
恐
怖
を
予
想
し
え
な
か
つ
た
点
を

再
度
指
摘
す
る
が
、
た
と
え
彼
等
の
行
動
を
も
つ
て
し
て
も
事
態
の
変
化
の
み

ら
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
し
、
そ
の
怠
慢
の
罪
を
取
り
た
て
な
い
。

著
者
は
、
一
瞬
、
脳
裏
を
か
す
め
る
、
政
治
・
経
済
の
安
定
と
回
復
に
よ
る
文

化
復
興
の
可
能
性
の
仮
定
を
、
冷
厳
な
事
実
の
前
で
突
き
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

た
だ
、
　
「
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
萌
芽
は
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
の
誕
生
に
先
行
し
て

い
る
が
、
そ
の
終
り
は
、
ま
さ
に
一
九
三
三
年
一
月
三
〇
日
と
い
う
日
と
一
致

し
て
い
る
。
有
名
な
ウ
ソ
タ
ー
・
デ
ソ
・
リ
ソ
デ
ン
通
り
に
沿
つ
た
た
い
ま
っ

行
列
と
オ
ペ
ラ
広
場
に
お
け
る
焚
書
は
、
象
徴
的
な
現
象
以
上
の
も
の
で
あ
つ

た
。
そ
れ
は
、
新
し
い
時
代
の
幕
あ
け
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
著
者
は
、
最
終
章
の
九
章
に
お
い
て
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
評
価
へ

と
進
む
。
も
ち
ろ
ん
、
共
和
国
の
全
盛
時
か
ら
「
五
〇
年
し
か
経
つ
て
い
な
い

今
目
」
で
は
、
歴
史
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
も
つ
位
置
に
つ
い
て
の
最
終

判
断
を
下
し
え
な
い
以
上
、
そ
の
評
価
は
、
　
「
暫
定
的
な
貸
借
対
照
表
を
呈
示

す
る
こ
と
」
で
し
か
な
い
。
著
者
は
、
種
々
な
想
い
を
込
め
て
、
自
ら
の
、
ワ

イ
マ
ル
文
化
へ
の
評
価
を
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
よ
つ
て
要
約
す
る
。
　
「
ワ
イ



マ
ル
文
化
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
1
主
た
る
揺
藍
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
の

ー
ひ
と
つ
と
し
て
歴
史
に
お
い
て
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
た
し

か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
験
の
時
代
で
あ
つ
て
根
本
的
発
見
の
時
代
で
は
な
く
、

休
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
外
向
的
な
時
代
で
あ
つ
て
、
通
常
わ
れ
わ
れ
が
《
真
の
偉

大
さ
》
と
い
う
概
念
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
、
あ
の
も
の
静
か
な
内
省
に
捧
げ

ら
れ
る
時
代
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
ま
た
互
い
に
競
い
合
う
時
代
で
あ
つ

て
、
綜
合
の
時
代
で
は
な
か
つ
た
。
こ
の
時
代
に
は
才
人
は
豊
富
で
あ
つ
た
が

真
の
天
才
は
欠
如
し
て
い
た
。
…
…
ワ
イ
マ
ル
の
魅
力
が
全
世
界
的
な
も
の
で

あ
っ
た
限
り
に
お
い
て
は
、
ワ
イ
マ
ル
の
遺
産
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
一
般

的
な
文
化
的
伝
統
の
な
か
に
し
つ
か
り
と
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。
け
れ
ど

も
、
第
三
の
・
ー
マ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
、
第
三
の
ワ
イ
マ
ル
な
ど
と
い
え

る
も
の
は
、
お
そ
ら
く
も
う
二
度
と
生
じ
な
い
だ
ろ
う
」
。

四

　
今
に
し
て
思
え
ば
、
当
初
の
興
奮
は
、
ワ
イ
マ
ル
文
化
の
万
華
鏡
的
多
様
性

を
、
そ
の
多
様
性
の
ま
ま
に
映
し
と
り
え
た
著
者
の
豊
富
な
知
識
量
と
類
い
希

な
分
析
能
力
、
そ
し
て
、
ワ
イ
マ
ル
の
「
光
」
と
「
影
」
を
常
に
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
て
考
察
し
え
た
、
し
た
た
か
な
視
点
で
あ
つ
た
ち
が
い
な
い
。
再
び
訳
書

と
い
う
形
で
通
読
す
る
機
会
を
得
て
の
印
象
は
、
P
・
ゲ
イ
の
、
切
れ
味
の
鋭

さ
ゆ
え
に
欠
け
て
い
た
、
可
能
な
限
り
全
体
的
な
ワ
イ
マ
ル
文
化
像
の
構
築
の

た
め
の
、
対
象
範
囲
の
拡
大
と
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
矛
盾
的
要
素
の
関
連
づ
け

の
執
拗
な
努
力
で
あ
り
、
P
・
ゲ
イ
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
ワ
イ
マ
ル
文

化
に
関
す
る
オ
プ
テ
ィ
、
・
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
筆
致
に
対
し
て
、
本
書
全
体
を
支
配

　
　
　
紹
介
と
批
評

す
る
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で
あ
つ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
本
書
に
対
し
て
不
満
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
関
連
づ
け
の
努

力
は
努
力
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
、
そ
れ
が
十
分
で
あ
つ
た
と
い
う
意
味
で
は

な
い
し
、
対
象
範
囲
の
拡
大
に
よ
つ
て
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
、
各
分

野
に
お
け
る
分
析
度
の
浅
さ
も
否
め
な
い
。
し
か
し
、
著
者
が
「
序
文
」
で
断

つ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
時
代
精
神
の
全
体
像
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
伝

え
る
た
め
に
、
　
「
そ
の
文
化
の
一
翼
を
担
つ
た
さ
ま
ざ
ま
の
個
人
や
集
団
や
学

間
分
野
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
ぎ
な
く

な
る
」
欠
点
を
熟
知
し
た
上
で
の
選
択
で
あ
れ
ぽ
、
評
者
の
不
満
は
、
な
い
も

の
ね
だ
り
に
す
ぎ
ず
、
本
書
は
当
初
の
目
的
を
十
分
に
果
し
て
い
る
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ル
の
全
体
濠

を
手
懸
り
に
、
更
な
る
研
究
が
、
今
ま
さ
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。

　
最
後
に
苦
言
を
一
つ
申
し
添
え
さ
せ
て
頂
く
な
ら
ば
、
　
「
本
書
の
内
容
が
決

し
て
教
科
書
的
な
堅
苦
し
い
『
ワ
イ
マ
ル
文
化
史
』
概
説
で
は
な
く
、
…
：
レ

ヴ
ュ
ー
の
ス
タ
ー
、
ボ
ク
サ
ー
さ
ら
に
は
大
詐
欺
師
ま
で
登
場
さ
せ
て
描
き
出

さ
れ
た
、
ま
こ
と
に
華
麗
で
賑
や
か
な
ワ
イ
マ
ル
文
化
絵
巻
と
な
つ
て
い
る
」

と
い
う
理
由
か
ら
、
原
題
を
『
ワ
イ
マ
ル
文
化
を
生
き
た
人
び
と
』
に
変
更

し
、
巻
末
の
参
考
文
献
を
削
除
し
た
意
図
は
理
解
で
き
る
に
し
て
も
、
む
し
ろ

そ
の
よ
う
な
性
格
の
本
書
で
あ
る
か
ら
こ
そ
重
要
な
意
味
を
も
つ
三
二
ぺ
ー
ジ

に
わ
た
る
写
真
の
削
除
を
、
残
念
に
思
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
一
九
八
O
年
・
二
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
○
年
一
〇
月
三
〇
日
脱
稿
　
　
　
中
　
道
　
寿
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
　
（
一
四
九
）


